








































































                                               
1 ベルクソン哲学には、空間的な数や大きさ、長さや単位等と区別される、持続的な数や大きさ、長
さ、単位等が存在するというMiravète[2011, 2012]の主張を本稿は前提としている。 
2 もちろん DI が PP に影響を与えたというわけではない。「意識の流れ」というテーマについてのよ
り歴史的な考察としては、Girel[2012]が詳しい。またジェイムズの「見かけの現在」の諸解釈につい































































                                               
3 少なくともデイントンの提示する延長説において、見かけの現在の構成要素は、全て同程度の現在































                                               
































                                               
7 議論内容の類似はもちろんのこと、ボアロー＝デプレオーからの同一の引用、エクスネルの同一の
実験の参照などからも明らかである。 


















ている。⑶ 最後に、記憶の「現実化」（cf. MM, 157）について。保存されている全記憶の
内、目下の行動にとって有用なものは感覚に投射されてイメージと化すことができる（そ
こでAを以下、「現実化」の働きと呼ぶ）。 











































500 分の 1 秒が私の現在であ
るとき、これ以前の過去（C、
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